R5学生用

広大スタンダード（規準４）に関するルーブリックおよび自己評価シート　＜教科：国語＞
＜レベル評価のためのルーブリック＞
【対応する科目のGPA計算】
　秀の単位数（　）×４＋優の単位数（　）×３＋良の単位数（　）×２＋可の単位数（　）×１×100

総登録単位数（　）×４
　対応する科目
　　国語教育学概論Ⅱ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　GPA得点
　教育実習指導C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 65～100　レベル3
　中･高等学校教育実習Ⅰ　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　 45～ 64　レベル2

　中･高等学校教育実習Ⅱ          　　　　　　　　　　　　　　　25～ 44　レベル1

	規準４： 生徒の発達や学習を評価することができる。

	レベル１
	レベル２
	レベル３
	目指す教師像

	領域・単元あるいは単位時間の評価計画を立案するのは未熟であるが，評価方法に関する知識を持っている。
	教育・授業実践において，十分な評価を実施することはできないが，領域・単元あるいは単位時間の評価計画を立案することができる。
	教育・授業実践において，領域・単元あるいは単位時間の評価計画に基づき，生徒の発達や学習を評価することができる。
	教育・授業実践において，あらゆる領域・単元で評価計画に基づき，生徒の発達や学習を適切に評価することができる。

	１）対応する科目のGPAが25〜44である。
２）下記の２項目について，達成している。
□国語科における評価の方法についての知識を得る。
□単元あるいは単位時間の評価規準を記述することができる。
□単元あるいは単位時間において評価の場面を記述することができる。

	１）対応する科目のGPAが45〜64である。
２）下記の２項目について，達成している。
□国語科授業の目標に照らした評価の観点を考えることができる。
□単元あるいは単位時間の目標に準拠した評価規準を記述することができる。
□単元あるいは単位時間において評価の場面や方法を記述することができる。
	１）対応する科目のGPAが65〜100である。
２）下記の２項目について，達成している。
□単元あるいは単位時間の目標に準拠した的確な評価規準を記述することができる。
□単元ならびに単位時間において目標に応じた的確な評価の場面や方法を記述することができる。
□行動観察や学習成果等から生徒の学習を評価することができる。
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	成果　（これまでの学習成果や取り組みについて具体的に記入してください。）

	


	課題と今後の展望　（自分にとって課題と思われること，その課題を解決してさらなる向上を目指すために今後取り組んでいきたいことを具体的に記入してください。）

	


